
 

令和６年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立東岩槻小学校 ）     学校番号 ０９５                            【様式】 

目 指 す 学 校 像  
安全・安心で潤いのある学校 生き生きと学ぶ活力のある学校 豊かな心と身体を育てる人間関係さわやかな学校  
家庭・地域とともにある信頼される学校 

       

          

重 点 目 標  

１ 「自律して学ぶ力」を育む学習指導の充実 
２ 「自立してたくましく生きるための心と身体」の育成を図る教育の推進 

安全・安心で豊かな学びを保障する教育環境の整備・充実 
３ 子どもの未来・地域の未来をつくるコミュニティスクールの推進 
４ 生き生きと学ぶ活力のある持続可能な教職員組織の構築 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和７年２月３日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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（現状） 

・授業中落ち着いて学習に取り組んだり前向きに

取り組んだりする児童が多い。また、タブレッ

トの活用に対する関心は高く、進んで取り組む

ことができる。 

・学習指導におけるＩＣＴの活用については、教

職員研修等を行うことを通して取組を進めてい

る。 

（課題） 

・基本的生活習慣・学習習慣の定着に向けて、取

組を進める必要がある。 

・指導の個別化、ＩＣＴの効果的な活用を含めた

授業等学習指導の改善について、研究を進める

必要がある。 

「自律して学ぶ

力」を育む学習

指導の充実 

① ドリルパーク等を活用し、漢字や

基本的な計算等の反復・習熟及び

各単元で練習問題に取り組む時間

を確保するための授業展開の工夫

に取り組む。 

② 授業において、自分で考える時

間、友達の意見を聞く時間、自分

たちで考えをまとめる時間を確保

し、児童が学習のつながりに気づ

き、意識できる授業展開、掲示の

工夫に取り組む。 

③ 家庭、地域と連携した基本的生活

習慣、学習習慣の定着に向けた取

組を実施する。 

① 市学習状況調査（国語・算数）の

数値（「知識・理解」及び「思考

力・判断力・表現力」）を 2ポイン

ト向上させる。 

② 学期単元まとめテスト（算数）

（「知識・理解」及び「思考力・

判断力・表現力」）で、1 学期より

2 ポイント向上させる。 

③ 学校評価（児童）「自分で考え

て、進んで勉強している」「授業

の課題や主題に最後まで取り組ん

でいる」について肯定的な回答の

割合が９０％以上となったか。 

①国語「知識・理解」－７．４ 

「思考力・判断力・表現力」－５．１ 

算数「知識・理解」－５．５ 

「思考力・判断力・表現力」－５．８ 

②国語「知識・理解」＋５．２ 

   「思考力・判断力・表現力」＋５．６ 

 算数「知識・理解」＋１．９ 

   「思考力・判断力・表現力」－０．３ 

③「自分で考えて、進んで勉強している」８８％ 
「授業の課題や主題に最後まで取り組んでいる」８７％ 

教師用や児童の PC を活用した授業や「自分で

考える時間・友達の意見を聞く時間・自分た

ちでまとめを考える時間」の実践は成果とし

て表れてきていると考える。 

Ｂ 

アクティブ・ラーニングの推進のため

に、基盤となる ICT 環境の充実、協働

学習用ソフトの活用能力の向上や現在

の取組みを「メタ認知」に向けた「つ

かむ」「見通す」「自力解決」「協働

解決」「練り上げ」の主体的な学びを

通した「よい授業」として進化させる

ことで実現を図る。 

 

タブレットを活用した授業がど

の学年でも見られ、以前と比べ

て学習の形態が随分変わったと

感じる。授業の構成の中で、タ

ブレットを活用する時間や方法

を考えてさらに効果的な学習が

できるようになればと思う。 

「教える」から「学ぶ」学習へ

と変わっていく中で、児童生徒

は受け身ではなく主体性を伸ば

していくことが分かった。 
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（現状） 

・素直で優しい児童が多い。人への関心が高く、

他者を受け入れる姿勢がある。 

・係や委員会活動、学校行事などに意欲的に取り

組んでいる児童が多い。 

（課題） 

・学校評価（児童）「学校に来るのは楽しい」回

答した児童の割合が８６％である。 

・全学年単学級のため、他者とのかかわりが固定

化している。 

・児童一人ひとりに応じた指導や支援について、

組織的な対応が求められている。 

・校内の安全や事故防止について、設備や体制を

見青し、再構築する必要がある。 

 

児童の自己肯定

感・自己有用感

を高める教育活

動の実施 

① 授業等における異学年による学び

合いの機会を設ける。 

② 他者（児童同士、他校の児童生

徒、教職員、保護者・地域の

方々）との交流の場・機会を設け

る。 

③ 学級活動、児童会活動、学校行事

等において、児童が主体となって

活動する機会を設ける。 

① ②学校評価（児童）「学校に来る

のは楽しい」について肯定的な回

答の割合が８５％以上となった

か。 

② 学校評価（児童）「先生は、がん

ばったことをほめてくれる」につ

いて肯定的な回答の割合が９０％

以上となったか。 

①８８％＋２ 

②８７％－３ 

①②ともに目標値に近い結果であった。 

児童会の活動や行事、学級活動において、児

童主体の学級・学校づくりを行っていること

で、児童は自己肯定感・有用感が高まり、自

律心が伸びていると考える。 

Ａ 

振替休業日のない土曜授業日が無くな

る等、年間授業日数が２０２日となる

ことに伴い、児童会の活動や行事、学

級活動における児童主体の学級・学校

づくりを日程や内容を工夫・調整しな

がら継続して行っていく。 

 

どの教室も黒板の右側に PC の画

面を表示し、左側に先生が板書

をするという共通の使い方をさ

れているので、学年や先生が変

わっても授業を受けやすいだろ

うと感じる。 

配当される予算は限りがあると

思うが、引き続き「豊かなかか

わりあいの充実」や「安全・安

心な環境」を整えていってほし

い。 

 

児童の安全・安

心で豊かな学び

を保障する教育

環境の整備 

① 職員集会や生徒指導・教育相談委

員会で必要な児童の状況や情報を

丁寧に交換し合い、アプローチの

共通理解を行う。また SC・SSW・関

係機関のアセスメントを参考にし

た丁寧な教育相談を実施する。 

② 校内設備や体制を見直し、再構築

するとともに適切に実施する。 

① 学校評価（保護者）「教職員は子

どもの悩みやトラブルなどについ

て親切に対応している」について

肯定的な回答の割合が８５％以上

となったか。 

② 学校評価（保護者）「学校は事故

防止への配慮をしている」につい

て肯定的な回答の割合が９２％以

上となったか。 

①８３％＋２（児童９１％＋３） 

②８９％－２ 

教職員は児童が登校している間、児童と向き

合う機会を確保し、児童一人ひとりに応じた

指導支援が充実するように努めている。管理

職も給食指導や休み時間も教室や校庭で観察

や指導を日常的に行っている。雨漏り、階段

の手すりに係る修繕・整備や食物アレルギー

に係る迅速・誠実な対応を行っている。 

Ｂ 

 指導や支援を充実させるための基盤

となる「観察」「点検」「環境整

備」「見届け」を丁寧に行う。 

  教育委員会、関係機関、関係業者

等の専門職員や専門職との連携を丁

寧に行い、安全教育と安全管理を相

互に関連付けて、自助・共助が主体

的にできる児童を育てる。 
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（現状） 

〇保護者ボランティアを募集するシステムが整

い、活動が進められている。 

〇学校運営協議会主催による取組（小中合同あい

さつ運動、長期休業中の宿題教室）を行うこと

ができている。 

（課題） 

・音楽・図工・家庭科・体育等、専門家から学ぶ

機会や地域の人などが、授業に協力できるとよ

い。 

・コミュニティスクールや学校運営協議会の取組

についての周知が十分ではない。 

地域・関係機関

との連携・協働 

① 保護者・地域ボランティアの活動

について方法や内容を工夫して実

施する。 

② 地域人材の整備や見直し、新たな

確保等を進め、地域の教育資源リ

ストを作成し、活用する。 

③ 桜山中学校や近隣の教育機関との

連携を図るため、年間を通した取

組を計画的に実施する。 

④ ＨＰや便り等を活用して、学校や

保護者・地域との連携の状況、学

校運営協議会の取組について周知

する。 

① ボランティア活動の機会や参加人

数が昨年度より増えたか。 

② 年度末までに、地域の人材確保を

進め、「地域の教育資源リスト」

の作成をより充実させることがで

きたか。 

③ 学校評価（教職員）「学校間の接

続に関する工夫がなされている

か」について肯定的な回答の割合

が８５％以上となったか。 

④ 学校評価（保護者）「学校は、行

事や授業などの情報が家庭によく

分かるようにしている。」につい

て肯定的な回答の割合が９５％以

上となったか。 

①学習指導のお手伝い、掲示物の作成、クラ

ブ活動のお手伝い、除草作業等、昨年同様、

５０～６０人の保護者の方のボランティアが

あった。また、桜山中学校・開智中高等学

校・岩槻高校との交流により、授業支援や環

境整備の支援活動を実施していただいた。 

②様々な形で学校や各学年で教育活動を支え

ていただいた方々の記録を残し次年度以降も

活用できるようにしている。 

③９３％＋８ 桜山中学校とは合同の学校運

営協議会や教員研修で相互に運営状況や児童

生徒の指導状況を理解し合うことができた。 

④９２％－３ 授業参観や土曜参観、学校公

開、個人面談、週報や各種お便りのアプリ配

信等、様々な形で情報が伝わるようにした。 

Ａ 

保護者のサポート隊や地域の方々、近

隣学校の連携による、登下校の安全ボ

ランティア、あいさつ運動、学習支

援、環境整備等、教育活動を行う上で

の様々な支援を継続してスクールコミ

ュニティとしてのさらなる関係を築

き、地域に信頼される学校づくりや地

域の教育力の向上を図る。 

 

児童生徒数が少ないことで相対

的に多様な関わり合いの充実を

期待する。 

学校から保護者・地域への情報

発信をさらに工夫し発展させら

れると保護者や地域の方の学校

教育への理解と協働が伸びてい

くのではないかと思う。 
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（現状） 

・ＩＣＴの活用については、授業改善、業務改善

の両面で取組を進めている。 

・「授業づくりチェックシート」を活用した教職

員同士の参観による授業改善を実施している。 

（課題） 

・新たな教育課題への対応については、継続して

研修を実施していくことが必要である。 

・教職員数が減少し、一人ひとりの教職員が担う

業務量が増加。業務改善を継続していく必要が

ある。 

生き生きと学ぶ

活力のある教職

員集団の育成 

① 教職員のＩＴリテラシーや教育課

題への対応力向上のため、年間を

通して学校課題研修や校内研修を

計画的に実施する。 

② 教職員一人ひとりのキャリア段階

や役割（担当分掌）に応じた研修

を計画的に実施する。 

① 学校評価（教職員）「校内研修は

計画的に実施されているか」につ

いてＡ評価の割合が６５％以上と

なったか。 

② 教職員の人事評価シート「研修」

への取組について、全教職員が８

割以上の達成状況となったか。 

①１００％ ②８割以上の達成状況であった。 

研究領域：「個別最適な学び」と「協働的な学び」

の一体的な充実、研究テーマ：主体的・対話的で深

い学びの実現に向けた授業改善、研究主題：基礎学

力向上を目指した学習指導の充実の共通理解のも

と、年間の研修計画に沿って協働学習用ソフトの活

用練習、管理職・教員相互授業参観、全国学調等学

力や学習指導の分析を全教員で計画的に実施した。 

Ａ 

時間外在校時間の縮減を得意分野や

課題研修に係る自己研鑽の時間とし

て活用できるよう、教員同士や管理

職と教員の対話を重視した研修環境

をさらに醸成していく。 

 

少ない教員の数でよく児童への

指導を行ってくれていると思

う。塾等の講義は大半が録画

VTR である。業務改善の一つの

視点として、対面交流型に録画

視聴型を取り入れることも考え

られるだろうか。児童生徒は

VTR だと 1.2 倍速や 1.5 倍速で

視聴するかもしれないが。 

心身ともに元気

で、持続可能な

教職員組織を構

築する業務改善

の実施 

① 働きやすい職場環境を構築するた

め、業務改善委員会を中心に、業

務改善の提案、実施を行う。 

① 学校評価（教職員）「積極的に業務

改善や時間をかけずに分かりやすい

授業等の実施に努めているか」につ

いて肯定的な回答の割合が９０％以

上となったか。 

①９３％ 

職員会議等の資料、教育計画・教材研究に伴

う資料等教師用のノートパソコン一つで確認

したり使用したりできる環境や職員室内の和

やかで職務規律を守る空気感の醸成ができて

いる。 

Ａ 

課題が生じた際は提示・相談・協働

ができる教職員関係の醸成、そのつ

ど解決を図ることが全体の膠着状態

を防ぐ手立てとなることを軸とした

働き方を定着させる。 



 


